像に 就ての 雑感 
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吾々 は 多くの 偶像 を 持って いる。 (茲で 私 は 偶 

像と いう 言葉 を、 或は リ テラ リ ー に 或は フィギ ユラ 

チ ー ヴに 或は 両方 を 総括した 広い 意味に 用いる。) 

偶像 は 吾人の 感情の、 心の 働きの、 或は 心象の、 象 

徴 化された ものである。 それ は ぴたりと 吾人の 魂に 触 

れる。 そして その 生命 は 吾人の 手中に 在る。 吾人 は そ 

れを 殺す こと も 生かす こと も 出来る。 必要に なったら 

それ を 幾つ も栴 えて 生命の 息吹き を 吹き込んで やる が 

いい。 不要に なったら、 どしどし 破壊して 泥の 中に 投 

ずるが いい。 

私 はま だ 幼い 頃、 巫女の 祈禱 なる もの を 見た ことが 



てるよう であった。 その 眼 はじつ と 空間 を 見つめて い 

た。 そして そのままの 姿勢で 彼女 は 静かに 云った。 

「これで 宜し ゆう ございま しょうご 

それが 私の 巫女に 就いての 最初の 記憶で ある。 それ 

から、 私 はまた よく 母の 代理で (母 も 一種の 信仰 家で 

あった) 同じような 祈禱 をす る 神社に 参詣した ことが 

あった。 そして それらの 雰囲気 は 今でも 時々 私 を 誘惑 

する 

それらの 祈禱の 利益 如何 は 別問題と して、 巫女が そ 

の 祈 禱に身 を 打ち込んで いる 瞬間 は、 真に 貴い 瞬間の 

ように 思える。 そして 彼女 等の 礼拝す る 種々 な 偶像 は、 



彼女 等に とって、 全く 自己の 魂 をう ち 込んだ 生きた も 

の、 もしくは 現在 眼に 見える 神体で あるに 違いない。 

それらの 偶像 は、 それ を 信仰し ない 若しくは それに 自 

己の 魂 を 吹き込まない 人々 にと つての み 破壊すべき も 

ので、 彼女 等に とって は 決して 破壊すべき もので はな 

ヽ 

レ 

もし メ レジュ コ フス キ ー の 「背教者 ジュリア ノ」 や 

「先駆者 ダ\ヴ インチ」 など を 読んだ 人 は、 その 中に 書 

かれた 邪教の 偶像が その 邪教 徒 等に 取って 如何なる も 

ので あつたか を、 感ずる 箬 である。 それから また 他の 

人々 に 取つ て は それらの II 像が 如问 なる ものであった 



なる 危険が 存 する。 

偶像に 支配され る こと は 最も 危険な ことで ある。 何 

となれば、 行為の 責任 は 直接に 人に 返って 来る から。 

ドスト エフ スキ ー の 「罪と 罰」 を 読んだ 人 は、 主人公 

ラス コル 二 コフ のうちに この こと を 感じ 得らる る 害 だ _ 

(勿論 主要な 問題 は 他に 在る が)。 そして ラス コル ニコ 

フが 結末に 於て 救われた の は、 少く とも 救わる るで あ 

ろうと 思われる の は、 此の 偶像 を 心のう ちで 破り 捨て 

たからであった。 

然し 最も 悪 いのは、 偶像に 引き戻される こと だ。 偶 

像に 引きずられる こと だ。 そして 倫理的に 死滅 を 遂げ 



して 初めから も 一 度 ふり 返って みて 新たに 出発し なけ 

れ ばいけ ない の だ。 

「長い 間 私 は Y J の 不思議な 考えに なじむ y J とが 出来な 

かった、 即ち、 キリスト教の 信仰が 数 限りなき 人々 に 

よって 告白 せられた 十八 世紀 間の 後に なって、 数限リ 

なき 人々 がその 生涯 を この 信仰の 研究に 捧げた 後に 

なって、 私 は 何 か 新ら しい 事の ように キリストの 法則 

を 発見す る ことに かかった ので ある。 然し そのこと が 

如何に 不思議であった にしても、 正に その 通りで あつ 

たの だ ご これ は トルストイの 告白で ある。 

然しながら 私 は 必ずしも トルストイの 到着した 結論 



に賛 する もので はない。 唯 私が 茲に 言いたい こと は、 

その 出立 点に 在る。 この 赤裸々 の 出立 を 経て、 初めて 

吾々 は 自分のう ちに 背 つて いるもの を はつ きり 見得る 

の だ。 いい ものと 悪い ものと が 見えて 来る 箬だ。 過去 

の 伝統と 未来の 途 とが、 正当に 価値 づけら るる 害 だ。 

吾々 はも 一 度 太古の 赤裸々 に 返らなければ ならない。 

そのために 吾々 は 今 最もい い 時期に 際会して いる。 そ 

して 次に 自らの 意志で 知識の 木 実 を 食う こと だ。 r 汝 

等 神の 如くな りて 善意 を 知る に 至らん ご これ は キリ 

スト 教徒に とりて は 罪であった。 然し 吾々 にと つて は 

罪で はない。 仏教 は 諸行無常 を 説き 仏への 帰依 を 説い 
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